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	応用
	抗原情報
	背景
	リングフィンガータンパク質130（RNF130）ホモサピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質はRINGフィンガーモチーフを含み、ショウジョウバエのジンクフィンガータンパク質であるg1と類似しています。g1は中胚葉で発現し、胚発生に関与しています。マウスでは、IL-3欠乏後の骨髄芽球細胞において、対応するタンパク質の発現が亢進することが報告されており、この遺伝子が骨髄前駆細胞における成長因子除去誘導性アポトーシスを制御する可能性を示唆しています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2013年7月],機能：造血細胞のプログラム細胞死において役割を果たす可能性があります。,類似性：PA（プロテアーゼ関連）ドメインを1つ含みます。,類似性：RING型ジンクフィンガーを1つ含みます。,
	研究分野
	-
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	RNF130抗体を用いたHeLa細胞、Jurkat細胞、HUVEC細胞、MCF-7細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	RNF130ポリクローナル抗体を1：1000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。

